
第２１回 山形県地方港湾審議会 
 
日時：平成１６年８月２４日（火）１３：３０～ 
場所：庄内総合支庁建設部港湾事務所（3F 講堂） 
次第： 
①知事挨拶 
②委員の紹介 
③会長の選出 
東北大学大学院教授 稲村 肇 氏 に決定。 

④議事録署名委員の指名 
荘内日報社論説委員 水戸部 浩子 氏 
山形県漁業協同組合組合長 齋藤 辰男 氏 に決定。 

 
⑤議事 
◆第１号議案 酒田港港湾計画の軽易な変更について 
◆報告「山形県の港湾をめぐる最近の情勢について」 
・酒田港北港の酒田臨海工業団地内の活用について 
・SOLAS 条約について 
・酒田港港湾計画改訂について 
・酒田港の利用実態について 

◆意見交換（概要） 
・ 港内の放置艇対策として係留施設を整備することは異存ないが、更に放置艇の持ち

主に対して行政としてしっかり指導していただきたい。 
・ ポートセールスについて、２４時間営業等のサービス等の独自色を出さなければ、

他港との熾烈なポートセールス競争には勝てない時代。是非何らかの検討をお願い

したい。 
・ 荷主によって、使用料金の安さや便利さ、また必要な施設があるか否かなど、要求

するものが違う場合が多い。ある程度ターゲットを絞ってニーズを把握することが

大切である。 
・ 先日の台風が原因の漂流物によって港内が大変汚れている。速やかな対処と、さら

に今後は発生してからではなく事前防止策の検討をすべきと思われる。汚れた港は

イメージが悪い。 
 


